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構造・寸法図

計量部構造図

変換器



形式コード

変換器

スケーラ機能付カウンタ

概要 端子接続図

標準仕様

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 内　　　　　容

 Ｆ I Ｈ １ ０ ３ ０       標準流速形 最 大 流 速  30 m/s

 圧

 型式コード EDA57Y

挿入形タービンメータよりのパルス信号

電源

挿入形タービンメータ
プリアンプ端子台

注1）信号線はシールド線を使用し、電磁誘導や静電誘導
　　  などの影響を受けないよう動力線との平行配線、
　　  同一ダクト、および束線は避けてください。

注2）シールド線はCVVS相当1.25mm2以上のものを
　　  ご使用ください。

アナログ
出力

4〜20mmA(負荷抵抗500Ω以下)

0〜5V(負荷抵抗1kΩ以上)

1〜5V(負荷抵抗1kΩ以上)

0〜10V(負荷抵抗1kΩ以上)

スケーラ値を任意設定

6桁　赤色LED(文字高さ10.2mm)

瞬時流速表示

表示サンプリング時間

約12VA

約340g

黒色樹脂

0〜50℃

130〜80％RH(但し結露しないこと)

85〜264V  AC（50/60Hz)

小数点以下なしから小数点以下3桁に設定可能

0.1〜99.9秒で任意設定可能(標準10秒)

1×10-9〜9999

力 Ｔ  0.049 ＭＰa

  材 　 質 （ 挿 入 部 ）

 

Ｖ  セラミックコーティング

 材 　 質 （ 計 量 部 ） Ｑ  標準材質

 挿 入 長 さ 
３  最大 1. 5  m

2  最大 1 m

−  常に−（ハイフン）

 ピ ッ ク ア ッ プ コ イ ル 
Ｂ  高温用（最高使用温度 300 ℃ 未満）

Ｃ  高温用（使用温度範囲 300 ℃〜350 ℃）ＭI ケーブル使用

 プ リ ア ン プ Ｎ  12Ｖ ＤＣ 高感度形

挿入形タービンメータからの信号を受けて流速
(流量)に比例したアナログ信号を出力します。
また、スケーラ機能を使用して代表流速をカウ
ンタ表示できます。

 入　　　力

 アナログ出力

 スケーラ機能

 表　　　示

 電　　　源

消 費 電 力

周 囲 温 度

周 囲 湿 度

概 算 質 量

 色

パラメータにて
選択

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑲
⑳



外形寸法

ご使用上の注意

●設置場所には、取り付け、取り外し、保守作業な

　どが安全に実施できるよう十分なスペースと、保

　護棚を設けてください。また、設置に際しては、

　直管部を上流側に10 Ｄ以上、下流側に4 Ｄ以上と

　れる位置を選んでください。(Ｄ：配管内径)

●短管と遮断弁を組み合わせて、図のように取り付

　けることにより、ガスの圧力が高い場合でも取り

　付け、取り外しが可能です。 芯線公称断面積 伝送距離

0.9  mm2 1.2  km 以下

1.25  mm2 1.5  km 以下

2.0  mm2 2.5  km 以下

●計量部は、管内の平均流速点に挿入設置ください。

　（流速分布や平均流速の測定は、挿入形タービン

　メータを使用して求めることができます。）

●配線には２芯シールド線をご使用ください。芯線

　の太さは下記のように、伝送距離との関係より選

　定してください。

●空気源は、バックアップの空気源を持つ系統より

　供給してください。（ダウンした場合はメータが

　破損します。）

●設置後計量部へのダスト付着状況を確認し、付着

　が多い場合は定期的な計量部の洗浄を実施くださ

　い。

変換器へ



設置上のお願い
１．耐食性について
　　　挿入形タービンメータは耐食性にすぐれた材料を用い防食

　　に対し配慮しております。しかしながら排ガス成分は多種、

　　多様であるため万一排ガス成分により腐食した場合には有償

　　にて補修させて頂きます。

２．保温について
　　　排ガス計測用の場合、挿入パイプの根元部は周囲温度の影

　　響（温度低下）により、露点腐食となりやすいためメータ取

　　付部周辺は保温材を施工する等接ガス部が結露しないよう、

　　設置上のご配慮をお願いします。なお、保温を施工する場合

　　はメンテナンス上取外しのできる構造としてください。

３．空気源について
　　　供給する空気は露点−30℃以下のドライエアーをご使用く

　　ださい。

４．システムについて
　　　ガス中のゴミ等により挿入形タービンメータの指示がダウ

　　ンすることも考えられますので、このために２次的な影響が

　　出ないようシステム上のご配慮をお願いします。

５．連続指示について
　　　万一メータの指示がダウンした場合においても連続指

　　示が必要な重要設備（指示ダウンによる２次的な影響が

　　大きい）の場合には下記方法等により連続指示を確保方、

　　ご配慮ください。

　　例：メータを１ラインに２台設置し、１台が万一ダウン

　　　　した場合には自動的に他の１台よりの信号を受信す

　　　　るように切換えるシステムにする。

　　　なお、上記方法はメータ取外中（計量部清掃等）にも

　　連続指示が必要な場合にご検討方、お願い申し上げます。

６．運転休止時
　　　運転休止時にはメータを煙突より取外し、給気した状

　　態でバブリング洗浄を十分に行い付着したダストを十分

　　に落し乾燥させた後に保管してください。運転休止中に

　　煙突に取付けたままですと雨水がかかりメータに付着し

　　たダストがロータに固着し運転再開時に正常な測定がで

　　きない場合があります。






